
高
等
教
育
の
大
衆
化
と
学
部
法
学
教
育

「大
衆
化
」指
標

「大
衆
化
」に
よ
る
学
力
水
準
へ
の
影
響

法
学
教
育
の
多
様
性

学
士
（法
学
）課
程
に
お
け
る
法
学
以
外
の
専
門
科
目
の
存
在

「外
部
」試
験
に
よ
る
標
準
化

多
数
派
卒
業
生
に
必
要
な
も
の
は
？

大
学
教
育
の
分
野
別
質
保
証
の
在
り
方
検
討
委
員
会

法
学
分
野
の
参
照
基
準
検
討
分
科
会
（第
４
回
）

20
11

/0
6/

20

藤
本
亮

静
岡
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科

1

「大
衆
化
」指
標
進
学
率
の
国
際
比
較

2

日
本
の
大
学
は
ほ
と
ん
ど
「卒
業
」さ
せ
る

3

「大
衆
化
」指
標
進
学
率

項
目
/年

19
92

20
09

19
92
年
を
1

と
し
た
20
09

年
の
値

大
学
数

51
9

73
4

1.
41

学
部
数

13
68

21
47

1.
57

入
学
定
員

47
.2

57
.5

1.
22

A
18
歳
人
口

20
5

12
1

0.
59

B
高
校
卒
業
者

18
1

10
7

0
59

4

B
高
校
卒
業
者

18
1

10
7

0.
59

C
大
学
志
願
者
数

92
68

0.
74

志
願
者
率
C
/B

50
.8
%

63
.6
%

1.
25

D
大
学
入
学
者

54
.2

61
.9

1.
14

対
志
願
者
進
学
率
D
/C

58
.9
%

91
.0
%

1.
55

対
高
卒
者
進
学
率
D
/B

29
.9
%

57
.9
%

1.
93

対
18
歳
人
口
進
学
率
D
/A

26
.4
%

51
.2
%

1.
93

CO873210
スタンプ



「大
衆
化
」指
標
進
学
率

5010
0

15
0

20
0

25
0

19
92

20
09

5

0

入学定員

18歳人口

高校卒業者

大学志願者数

大学入学者

20
09

「大
衆
化
」は
学
生
だ
け
で
は
な
い
大
学
本
務
教
員
数
推
移

80
,0
00

10
0,
00

0

12
0,
00

0

14
0,
00

0

16
0,
00

0

18
0,
00

0

女
性

男
性

•
大
学
本
務
教
員
数
は
、

19
92
年
比
で

1.
28
倍
、

19
77
年
比
で

1.
74
倍

文
部
科
学
省
「学
校
教
員
統
計
調
査
」年
次
統
計

ht
tp

://
w

w
w

.e
-s

ta
t.g

o.
jp

/S
G

1/
es

ta
t/X

ls
dl

.d
o?

si
nf

id
=0

00
00

28
47

76
7

6

0

20
,0
00

40
,0
00

60
,0
00

19
77

19
80

19
83

19
86

19
89

19
92

19
95

19
98

20
01

20
04

20
07

男
性

日
本
の
「大
衆
化
」現
象
の
特
徴

•
少
子
化
、
進
学
率
上
昇
の
効
果

–
全
体
の
人
数
が
減
る
＋
入
学
定
員
減
ら
な
い

•
�
各
大
学
の
入
学
者
の
学
力
水
準
は
低
下
傾
向

–
進
学
志
願
率
・進
学
率
上
昇

•
�
以
前
は
進
学
を
考
え
な
か
っ
た
下
位
学
力
層
が
進
学
す
る
傾
向

•
�
中
堅
校
（偏
差
値

50
～

60
）の
み
た
目
の
「入
学
試
験
偏
差
値
」の

下
方
変
動
の
幅
は
緩
慢
と
な
る

–
日
本
の
大
学
教
育
は
「卒
業
率
」が
高
い

•
入
学
者
群
全
体
を
下
位
グ
ル
ー
プ
を
含
め
て
修
了
ま
で
教
育
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
点
に
留
意

•
受
験
者
母
集
団
が
通
年
で
共
通
で
は
な
い
の
で
「偏
差
値

」の
通
年
比
較
に
は
統
計
学
的
な
困
難
が
あ
る
。
そ
れ
を

留
保
し
つ
つ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
み
る
と
・・
・。

7

「大
衆
化
」に
よ
る
「学
力
水
準
低
下
」

•
調
整
済

20
09
偏
差
値

=人
口
減
（あ
る
い
は
高
卒
者
数
減
）を
前
提
と
し
、
進
学
志
願
率
・進

学
率
が
変
動
し
な
か
っ
た
と
仮
定
し
た
志
願
者
数
を
計
算
し
、
進
学
者
中
の
学
力
席
次
ご
と
に

計
算
し
た
推
定
偏
差
値

55
.0
�

60
.0
�

65
.0
�

70
.0
�

75
.0
�

80
.0
�

19
92
推
定
偏
差
値

8

30
.0
�

35
.0
�

40
.0
�

45
.0
�

50
.0
�

10000

50000

100000

200000

300000

400000

500000

20
09
推
定
偏
差
値

調
整
済
20

09
推
定
偏
差

値

学
力
水
準
低
下
に
つ
き
、
上
位
校
へ
の
影
響
よ
り
も
中
堅
～
下
位
校
の
影
響
が
大
き
い
。
た
だ

し
入
学
者
は
一
定
の
幅
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
必
要
。
平
均
値
よ
り
も
、
学
生
集
団
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
層
た
る
上
位
成
績
層
の
割
合
の
減
少
が
集
団
全
体
に
影
響
す
る
。

志
願
者
中
の
席
次



法
学
教
育
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

I. 
  規
範
と
し
て
の

法
学
へ
の
「共
感
」

A
型
法
学
部
実
定
法

中
心
、

Iを
出
発
点

IV
を

中
心
「一
般
教
育
」

B
型
基
礎
法
中
心
、

II
を
中
心
「理
論
教
育
」

C
型
他
学
部
、

Iを
中
心

教
養
教
育
」
法
規

II.
  現
象
と
し
て
の

法
学
の
「認
識
」

III
.技
能
と
し
て
の

参

(2
)法
理
論
を
背
景
と
す
る

法
の
見
方
を
知
ら
せ
る

(3
)各
人
の
内
在
す
る
法
を

自
覚

法
的
市
民
（批
評
家
）と
凖

法
律
家
養
成

•
大
村
敦
志
（1

99
7）
「現
代
日
本
の
法
学
教
育
－
法
学
部
に
お
け
る
教
育
を
中
心
に
」岩
波
講
座
『現
代
の
法
１
５

現
代
法
学
の
思
想
と
方
法
』岩
波
書
店
、

30
5-

33
8頁
。

9

教
養
教
育
」、
法
規

範
内
面
化

D
型
司
法
研
修
所
、

「技
術
教
育
」

法
へ
の
参
加
」

IV
.知
識
と
し
て
の

法
の
「実
用
」

(1
)法
曹
養
成
の
た
め
の

教
育

自
覚
さ
せ
る

教
育
目
的

法
学
教
育
の
理
念
型

法
学
教
育
の
要
素

法
学
部
の
「人
気
」の
推
移
（入
学
者
数
は
微
減
傾
向
）

40
00
0

50
00
0

60
00
0

70
00
0

80
00
0

法
学
部
入
学
者
数
（実
数
）

法
科
大
学
院
志
願
者

（の
べ
数
）

10

0

10
00
0

20
00
0

30
00
0

1960

1965

1970

1975

1980

1985

1990

1995

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

法
学
部
卒
適
性
試
験
志
願
者

司
法
書
士
志
願
者

司
法
試
験
志
願
者
（合
計
）

旧
司
志
願
者

適
性
試
験
志
願
者

国
家
１
種
法
律
職

5060708090

50
00
00

60
00
00

70
00
00

80
00
00

90
00
00

10
00
00
0

法
学
部
の
「人
気
」の
推
移

進
学
志
願
者
中
法
学
部
志
願
率
は
横
ば
い

大
学
進
学
率

大
学
進
学
志
願
者

010203040

0

10
00
00

20
00
00

30
00
00

40
00
00

50
00
00

1990
1991
1992
1993
1994
1995
1996
1997
1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009

11

法
学
部
志
願
者
数

（の
べ
数
）

法
学
部
志
願
率
指
数

法
学
関
係
の
学
士
号
は
法
学
部
・学
科
だ
け
で
な
い

「法
学
」「
法
律
学
」は

13
6、
そ
の
他
で

44
、
合
計
１
８
０
プ
ロ
グ
ラ
ム

•
学
校
基
本
調
査
に
お
け
る
学
科
系
統
分
類
表
に
お
い
て
「法
学
・政
治
学
」に
分
類
さ
れ
た
学
部
・

学
科
が
出
し
て
い
る
「学
士
」（
複
数
の
学
位
を
出
し
て
い
る
学
部
・学
科
は
そ
れ
ぞ
れ
カ
ウ
ン
ト
）

•
「法
学
・政
治
学
関
係
」以
外
で
も
下
記
の
と
お
り
「法
学
」関
係
の
学
士
を
授
与
し
て
い
る

–
商
学
・経
営
学
関
係
法
学
（1
）

–
社
会
学
関
係
（社
会
事
業
関
係
含
む
）
法
学
（4
）

–
社
会
科
学
そ
の
他
法
学
（2

5）
法
経
（3
）経
済
法
学
（2
）現
代
法
経
（1
）法
政
策
学
（1
）法
律
経
済
（1
）

–
人
文
科
学
そ
の
他
法
学
（1
）

•
大
学
評
価
・学
位
授
与
機
構
（2

00
9）
「学
位
に
付
記
す
る
専
攻
分
野
の
名
称
に
関
す
る
調
査
の
概
要
」（

ht
tp
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w
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学
生
が
必
要
と
し
て
い
る
（勉
強
し
て
い
る
）法
律
学
科
目

•
法
科
大
学
院
進
学

•
既
修
（2
年
課
程
）主
要
７
科
目
（憲
民
刑
民
訴
刑
訴
商
行
）

•
司
法
試
験
予
備
試
験

•
主
要
７
科
目
（憲
民
刑
民
訴
刑
訴
商
行
）

•
裁
判
所
事
務
官

I種
試
験

2次
試
験
小
論
文
憲
法
民
法
刑
法
及
び
民
事
訴
訟
法
又
は
刑

•
2次
試
験
小
論
文
、
憲
法
、
民
法
、
刑
法
及
び
民
事
訴
訟
法
又
は
刑

事
訴
訟
法
４
題
の
論
文
試
験

•
弁
理
士
試
験

•
論
文
式
筆
記
試
験
選
択
科
目

: 4
1科
目

(憲
法
、
行
政
法
、
民
法
、

商
法
、
刑
法
、
民
事
訴
訟
法
、
刑
事
訴
訟
法
、
国
際
司
法
、
経
済
学
、

商
品
学
な
ど

)の
う
ち
受
験
者
が
予
め
任
意
に
選
択
す
る

3科
目

•
そ
の
他
、
「法
学
検
定

2-
4級
」「
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定

1-
3級
」「
ビ
ジ
ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
検
定

－
企
業
法
務

1-
3級
」等
が
あ
る

13

学
生
が
必
要
と
し
て
い
る
（勉
強
し
て
い
る
）法
律
学
科
目

•
司
法
書
士

•
憲
民
商
刑
、
不
動
産
登
記
・商
業
登
記
、
供
託
・民
事
訴
訟
・民
事
執
行
・民
事
保
全

•
土
地
家
屋
調
査
士

•
民
法
、
登
記
申
請
・審
査
請
求
、
平
面
測
量
・作
図

•
社
会
保
険
労
務
士

•
労
働
基
準
法
・労
働
安
全
衛
生
法
、
労
災
保
険
法
、
雇
用
保
険
法
、
労
務
管
理
、
社
会
保
険
、
健
康

保
険
法
、
厚
生
年
金
保
険
法
、
国
民
年
金
法

•
行
政
書
士

行
政
書 •
憲
法
、
行
政
法
（行
政
法
の
一
般
的
な
法
理
論
、
行
政
手
続
法
、
行
政
不
服
審
査
法
、
行
政
事
件
訴

訟
法
、
国
家
賠
償
法
及
び
地
方
自
治
法
を
中
心
と
す
る
。
）、
民
法
、
商
法
及
び
基
礎
法
学

•
宅
地
建
物
取
引
主
任
者

•
民
法
（1

0問
）、
借
地
借
家
法
（２
問
）、
不
動
産
登
記
法
（１
問
）、
区
分
所
有
法
（１
問
）

•
国
土
利
用
計
画
法
（１
問
）、
都
市
計
画
法
（２
問
）、
建
築
基
準
法
（２
問
）、
宅
地
造
成
等
規
制
法
（１

問
）、
土
地
区
画
整
理
法
（１
問
）、
農
地
法
（１
問
）

•
宅
建
業
法
（2

0問
）

•
土
地
・建
物
の
概
要
（２
問
）、
宅
地
・建
物
に
関
す
る
税
（２
問
）、
宅
地
・建
物
の
需
給
及
び
実
務
（３

問
）、
宅
地
・建
物
の
価
格
の
評
定
（１
問
）

14

学
生
が
必
要
と
し
て
い
る
（勉
強
し
て
い
る
）法
律
学
科
目

公
務
員
試
験

に
訴
訟
法
は

「ほ
と
ん
ど
」

で
な
い
。

国
家
二
種
や

15

国
税
専
門
官

は
科
目
選
択

に
よ
り
法
律

学
な
し
で
も

受
験
で
き
る
。

外
部
試
験
に
よ
る
法
律
「学
部
」教
育
の
実
質
的
「標
準
化
」

•
問
題
の
難
易
度
の
多
様
性
は
あ
る
が
、
外
部
試
験
の
た
め
の
勉
強
は
「中

堅
」大
学
の
「勉
強
を
す
る
学
生
」に
と
っ
て
は
そ
の
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

–
�
授
業
は
試
験
勉
強
の
役
に
立
つ
か
？
が
大
学
の
授
業
に
対
す
る
評
価
基
準

•
学
力
水
準
と
試
験
難
易
度
に
応
じ
た
目
標
設
定

–
宅
建

<行
政
書
士

<公
務
員

<司
法
書
士

<司
法
試
験

–
公
務
員
（消
防
、
警
察
等
）<
公
務
員
（国
ＩＩ、
地
上
等
）<
国
Ｉ

–
択
一
、
穴
埋
め

<記
述

<論
述

法
学
検
定
既
修
者
試
験

資
料
憲
法
各
級
問
題
例

16

–
法
学
検
定
・既
修
者
試
験
」�
資
料
・憲
法
の
各
級
問
題
例

•
既
修
者
試
験
（法
科
大
学
院
既
修
者
認
定
水
準
）

•
2級
（大
学
卒
業
程
度
）

•
3級
（大
学

3年
修
了
程
度
）

•
4級
（大
学

2年
・短
期
大
学
修
了
程
度
）

•
そ
れ
以
外
の
学
生
に
と
っ
て
は
「単
位
取
得
が
容
易
か
？
」が
重
要
。

•
法
学
部
の
提
供
科
目
は
公
務
員
試
験
等
を
ほ
ぼ
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
細
か

い
法
令
に
つ
い
て
は
自
学
し
か
な
い
。
た
だ
し
、
選
択
科
目
に
つ
い
て
は
大

学
で
の
履
修
な
し
で
予
備
校
で
学
ぶ
例
も
少
な
く
な
い
。



法
学
検
定
４
級

(2
00

8)

•
問
題
３

•
人
権
に
関
す
る
以
下
の
記
述
の
う
ち
，
正
し
い
も
の
を
１
つ
選
び
な
さ
い
。

•
1．
自
由
権
は
，
国
家
権
力
が
個
人
の
領
域
に
介
入
・干
渉
す
る
こ
と
を
排
除
し
，
個

人
の
精
神
的
・経
済
的
活
動
や
行
動
の
自
由
を
保
障
す
る
た
め
の
人
権
で
，
こ
れ
に
は

学
問
の
自
由
，
知
る
権
利
，
職
業
選
択
の
自
由
等
が
含
ま
れ
る
。

•
2．
参
政
権
は
，
国
民
が
国
政
に
参
加
す
る
た
め
の
権
利
で
，
具
体
的
に
は
，
選
挙
権

，
被
選
挙
権
，
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
権
，
憲
法
改
正
国
民
投
票
権
等
が
あ

，
被
選
挙
権
，
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
権
，
憲
法
改
正
国
民
投
票
権
等
が
あ

げ
ら
れ
る
が
，
裁
判
を
傍
聴
す
る
権
利
は
こ
れ
に
は
含
ま
れ
な
い
。

•
3．
社
会
権
と
は
，

20
世
紀
に
入
り
，
資
本
主
義
経
済
の
進
展
と
と
も
に
生
じ
た
社
会

的
・経
済
的
弱
者
を
保
護
す
る
た
め
に
登
場
し
た
人
権
を
い
い
，
生
存
権
，
幸
福
追
求
権

，
労
働
基
本
権
等
を
内
容
と
す
る
。

•
4．
国
務
請
求
権
と
は
，
国
民
が
国
家
に
対
し
て
一
定
の
請
求
を
行
う
権
利
を
い
い
，

こ
れ
に
は
，
請
願
権
，
教
育
を
受
け
る
権
利
，
国
家
賠
償
請
求
権
等
が
含
ま
れ
る
が
，
自

由
権
と
と
も
に
伝
統
的
に
保
障
さ
れ
て
き
た
権
利
を
中
心
に
し
て
い
る
。
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法
学
検
定

3級
(2

00
8)

•
問
題
４

•
以
下
の
記
述
の
う
ち
，
判
例
に
照
ら
し
て
誤
っ
て
い
る
も
の
を
１
つ
選
び
な
さ
い
。

•
1．
職
業
選
択
の
自
由
は
，
個
人
の
人
格
的
価
値
と
も
不
可
分
の
関
連
を
有
す
る
重

要
な
人
権
で
あ
る
が
，
職
業
活
動
は
そ
の
性
質
上
，
社
会
的
相
互
関
連
性
が
大
き
い
た

め
，
精
神
的
自
由
に
比
較
し
て
，
公
権
力
に
よ
る
規
制
の
要
請
が
強
い
。

•
2．
表
現
の
自
由
に
制
約
を
加
え
る
場
合
，
一
般
に
，
厳
格
な
基
準
が
要
求
さ
れ
る
が

，
法
廷
に
お
け
る
メ
モ
行
為
は
，
表
現
の
自
由
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
，
そ

，
法
廷
に
お
け
る
メ
モ
行
為
は
，
表
現
の
自
由
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
，
そ

の
制
限
・禁
止
に
対
し
て
，
厳
格
な
基
準
は
要
求
さ
れ
な
い
。

•
3．
生
存
権
は
，
個
々
の
国
民
に
具
体
的
権
利
を
付
与
し
た
も
の
で
は
な
い
が
，
法
律

制
定
に
よ
り
具
体
化
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
，
そ
の
法
律
は
憲
法
と
一
体
化
す
る
た
め
，

法
改
正
に
よ
っ
て
権
利
の
内
容
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

•
4．
公
務
員
の
勤
務
条
件
は
，
原
則
と
し
て
，
国
会
の
制
定
し
た
法
律
，
予
算
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
，
公
務
員
に
よ
る
争
議
行
為
は
使
用
者
と
し
て
の
政
府
に

よ
っ
て
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
求
め
る
的
は
ず
れ
な
も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
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法
学
検
定

2級
(2

00
8)

•
問
題
５

•
職
業
の
自
由
を
保
障
す
る
憲
法

22
条
１
項
に
関
す
る
以
下
の
記
述
の
う
ち
，
最
高
裁
判
決
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
誤
っ
て
い
る
も

の
の
組
み
合
わ
せ
を
１
つ
選
び
な
さ
い
。

•
ア
．
特
定
の
団
体
で
な
け
れ
ば
生
糸
を
輸
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
一
元
輸
入
措
置
を
内
容
と
す
る
法
律
を
制
定
す
る

こ
と
は
，
営
業
の
自
由
に
対
し
制
限
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
，
こ
れ
に
よ
り
，
絹
ネ
ク
タ
イ
生
地
製
造
業
者
が
，
そ
れ
ま
で
自
由
で

あ
っ
た
外
国
産
生
糸
を
国
際
糸
価
で
購
入
す
る
途
を
閉
ざ
さ
れ
，
き
わ
め
て
高
い
国
内
価
格
で
生
糸
を
購
入
せ
ざ
る
を
え
な
くな

っ
た
た
め
に
損
害
を
受
け
た
の
で
あ
る
か
ら
，
こ
の
法
律
は
憲
法

22
条
１
項
に
違
反
し
無
効
で
あ
る
。

•
イ
．
薬
局
の
開
設
等
の
許
可
基
準
の
１
つ
と
し
て
地
域
的
制
限
を
定
め
た
薬
事
法
の
規
定
は
，
主
と
し
て
国
民
の
生
命
お
よ
び

健
康
に
対
す
る
危
険
の
防
止
と
い
う
消
極
的
，
警
察
的
目
的
の
た
め
の
規
制
措
置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
，
不
良
医
薬
品
の

供
給
の
防
止
等
の
目
的
の
た
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
な
規
制
を
定
め
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
，
憲
法

22
条
１
項
に

違
反
し
無
効
で
あ
る
。

•
ウ
小
売
市
場
の
許
可
規
制
は
小
売
市
場
の
乱
設
に
と
も
な
う
小
売
商
相
互
間
の
過
当
競
争
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
る
で
あ
ろ

•
ウ
．
小
売
市
場
の
許
可
規
制
は
，
小
売
市
場
の
乱
設
に
と
も
な
う
小
売
商
相
互
間
の
過
当
競
争
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
小
売
商
の
共
倒
れ
か
ら
小
売
商
を
保
護
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
，
そ
の
目
的
に
お
い
て
，
一

応
の
合
理
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
く，
ま
た
，
そ
の
規
制
の
手
段
・態
様
に
お
い
て
も
，
そ
れ
が
著
し
く
不
合

理
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
，
憲
法

22
条
１
項
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。

•
エ
．
租
税
法
の
定
立
に
つ
い
て
は
，
国
家
財
政
，
社
会
経
済
，
国
民
所
得
，
国
民
生
活
等
の
実
態
に
つ
い
て
の
正
確
な
資
料

を
基
礎
と
す
る
立
法
府
の
政
策
的
，
技
術
的
な
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
，
裁
判
所
は
基
本
的
に
そ
の
裁
量
的
判
断

を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
，
酒
税
法
に
よ
る
酒
類
販
売
業
免
許
制
に
つ
い
て
も
，
そ
の
必
要
性
と
合
理
性
に
つ
い
て
の
立
法

府
の
判
断
が
著
し
く
不
合
理
で
あ
っ
て
裁
量
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
な
い
限
り
，
憲
法

22
条
１
項
に
違
反
し
な
い
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。

•
オ
．
公
衆
浴
場
法
に
よ
る
適
正
配
置
規
制
の
目
的
は
，
国
民
保
健
お
よ
び
環
境
衛
生
の
確
保
に
あ
る
と
と
も
に
，
既
存
公
衆
浴

場
業
者
の
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と
に
よ
り
，
自
家
風
呂
を
も
た
な
い
国
民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
厚
生
施
設
で
あ
る
公
衆
浴

場
自
体
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
も
あ
る
と
解
さ
れ
，
こ
れ
ら
は
消
極
的
，
警
察
的
目
的
で
あ
る
か
ら
，
よ
り
緩
や
か
な
規
制
措

置
に
よ
っ
て
は
目
的
を
十
分
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
要
す
る
と
こ
ろ
，
適
正
配
置
規
制
は
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
の
必
要
か
つ
合
理
的
な
範
囲
内
の
手
段
と
は
い
え
な
い
の
で
，
憲
法

22
条
１
項
に
違
反
し
無
効
で
あ
る
。

•
1．
ア
イ

2．
イ
ウ

3．
ウ
エ

4．
エ
オ

5．
オ
ア
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中
堅
校
以
下
の
学
生

�
「こ
れ
を
み
て
ま
ね
し
な
さ
い
」「
読
ん
で
お
き
な
さ
い
」は
通
用
し
な
い

•
TY

PE
 A
勉
強
で
き
る
・す
る
学
生

•
毎
年
そ
の
割
合
を
減
ら
し
て
い
る

•
法
科
大
学
院
進
学
や
公
務
員
試
験

•
こ
の
層
が
減
る
と
集
団
と
し
て
の
学
生
の
力
が
落
ち
、
ゼ
ミ
等
で
の
指
導
が
困
難
に
な
る

•
TY

PE
 B
単
位
取
得
に
困
難
は
な
い
学
生
（要
領
は
い
い
）

•
公
務
員
試
験
を
め
ざ
す
も
の
と
民
間
が
半
々

•
い
わ
れ
た
こ
と
は
す
る
が
、
教
わ
っ
た
こ
と
し
か
復
習
し
な
い
し
、
自
学
は
し
な
い

20

•
TY

PE
 C
単
位
取
得
が
困
難
な
学
生
（大
学
で
の
学
習
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
）

•
と
に
か
く
卒
業
が
最
大
の
目
標
、
民
間
の
み

•
共
通
し
て
、
試
験
科
目
で
法
律
学
・政
治
学
を
学
ぶ
上
で
必
要
な
近
代
史
の

知
識
が
断
片
的
に
し
か
な
い
。

•
法
律
を
学
ぶ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
多
く
の
学
生
は
「図
書
」と
「雑
誌

=定
期

刊
行
物
」の
区
別
つ
か
な
い
（印
刷
さ
れ
綴
じ
て
あ
る
も
の
は
み
ん
な
「本
」）
。

•
「答
案
」の
よ
う
に
書
か
れ
る
「レ
ポ
ー
ト
」。
質
問
に
答
え
な
い
「答
案
」。

•
「演
繹
的
思
考
」が
で
き
な
い
。
普
遍
的
基
準
自
体
の
論
理
操
作
が
不
得
意
。



履
修
課
程
・カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
課
題
（１
）

•
「政
治
学
」は
法
学
教
育
に
お
い
て
ど
こ
に
位
置
す
る
の
か

•
多
く
の
法
学
部
に
共
通
す
る
が
「政
治
学
」系
科
目
が
専
門
科
目
と
し
て

一
定
の
割
合
を
占
め
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も
開
講
さ
れ
て
い
る
（そ
れ
で
も
学
位

は
法
学
、
「無
法
学
士
」）
（経
済
科
目
や
会
計
科
目
も
）

•
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

•
単
一
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
複
数
年
所
属
が
多
数
（伝
統
的
研
究
者
養
成
シ

ス
テ
ム
の
名
残
？
）�
ゼ
ミ
以
外
は
「講
義
」の
み
～
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
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ス
テ
ム
の
名
残
？
）
ゼ
ミ
以
外
は
講
義
」の
み
コ
ミ
ュ
ケ
シ
ョ
ン

能
力
？

•
法
文
作
成
技
法

•
各
種
規
定
・規
則
類
を
書
く
の
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ほ
と
ん
ど
教
え
ら
れ

て
い
な
い
。

�
日
常
的
な
非
紛
争
場
面
で
法
的
素
養
を
生
か
す
場
面
、
応

用
範
囲
は
広
い
。

履
修
課
程
・カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
課
題

(２
)

•
外
部
試
験
と
の
対
応
は
ど
こ
ま
で
必
要
か
？

•
た
と
え
ば
公
務
員
試
験
で
は
ほ
と
ん
ど
出
題
さ
れ
な
い
訴
訟
法
は
必
修
か

ら
は
ず
し
て
よ
い
の
か
？

•
必
修
科
目
単
位
数
は
全
体
に
減
少
傾
向
に
あ
る
の
で
む
し
ろ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
上
は
現
実
の
方
が
先
行
し
て
い
る
。

•
科
目
構
成
上
対
応
し
て
も
試
験
内
容
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
。

•
法
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
・ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
の
教
育
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法
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
の
教
育

•
利
用
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
（困
っ
た
ら
ど
こ
に
相
談
す
る
？
）

•
訴
訟
・紛
争
場
面
で
は
な
い
日
常
場
面
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
（交
渉
な
ど
）

•
TY

PE
 A
勉
強
で
き
る
・す
る
学
生

•
三
年
生
ま
で
に
単
位
取
得
し
て
し
ま
い
、
四
年
生
は
教
育
空
白
（卒
業
論

文
な
し
の
法
学
部
が
多
数
）

教
え
る
側
の
課
題
に
つ
い
て

•
段
階
を
追
っ
た
教
育
と
い
う
発
想
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
新
入
生
セ
ミ
ナ
ー

や
一
年
生
法
学
入
門
で
判
例
ば
か
り
と
り
あ
げ
た
り
、
個
別
法
講
義
の
最
初

の
段
階
か
ら
細
か
い
議
論
を
講
義
し
た
り
し
て
、
法
体
系
の
見
取
り
図
を
あ

ら
か
じ
め
示
す
こ
と
を
軽
視
す
る
例
も
み
ら
れ
る
。

•
そ
の
よ
う
な
見
取
り
図
的
概
要
は
「単
純
な
の
で
言
及
す
れ
ば
理
解
で
き
る
は
ず
」と

い
う
「大
衆
化
」非
対
応
の
例
。
こ
の
例
に
限
ら
ず
、
丁
寧
に
、
前
提
か
ら
説
明
す
る
だ

け
で
は
な
く
そ
れ
を
定
着
さ
せ
る
と
い
う
発
想
が
な
い
と
学
生
の
理
解
は
進
ま
な
い
。

•
法
律
学
学
習
に
つ
い
て
い
け
な
い
中
位
以
下
」の
学
生
に
な
に
を
学
ば
せ
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法
律
学
学
習
に
つ
い
て
い
け
な
い
中
位
以
下
」の
学
生
に
な
に
を
学
ば
せ

る
か
の
発
想
自
体
が
な
い
。
あ
る
い
は
法
律
職
・公
務
員
以
外
の
進
路
選

択
者
に
と
っ
て
、
法
律
学
を
身
に
つ
け
る
意
味
は
何
か
に
つ
い
て
漠
然
と
し

た
紋
切
り
型
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
（リ
ー
ガ
ル
・マ
イ
ン
ド
？
）。

•
評
価
は
期
末
試
験
の
み
、
救
済
策
と
し
て
の
レ
ポ
ー
ト
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
ま

だ
ま
だ
多
い
（負
担
が
少
な
い
ゆ
え
に

TY
PE

 B
と

C
の
学
生
は
歓
迎
）

•
結
果
と
し
て
「科
目
名
」と
「単
位
数
」に
は
こ
だ
わ
る
が
そ
れ
ら
の
体
系
性

や
連
携
に
つ
い
て
は
実
質
的
に
は
議
論
し
な
い
（法
の
体
系
性
自
体
が
そ

の
欠
落
を
暗
黙
に
カ
バ
ー
し
て
い
る
）

A
2型
法
学
必
修
科
目

法
学
「部
」教
育
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト

B
1型
基
礎
法
、
政
治

学
・行
政
学

(2
)法
理
論
を
背
景
と
す
る

法
の
見
方
を
知
ら
せ
る

法
的
市
民
（批
評
家
）養
成

(3
)各
人
の
内
在
す
る
法
を

自
覚
さ
せ
る

C
型
導
入
教
育
、
法
規

範
内
面
化

公
務
員

B
2型
法
利
用
者
教
育

法
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
と

し
て
必
要
な
情
報
を
知
る

A
2型
法
学
必
修
科
目

•
大
村
敦
志
（1

99
7）
「現
代
日
本
の
法
学
教
育
－
法
学
部
に
お
け
る
教
育
を
中
心
に
」岩
波
講
座
『現
代
の
法
１
５

現
代
法
学
の
思
想
と
方
法
』岩
波
書
店
、

30
5-

33
8頁
を
参
考
に
作
成
。
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A
1型
法
学
選
択
科
目

法
科
大
学
院
進
学
「技

術
教
育
」

(1
)法
曹
養
成
の
た
め
の

教
育

隣
接
法
律
家
養
成

教
育
目
的

法
学
部
教
育
の
理
念
型

進
路


